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大学院教育イニシアティブ

「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」

院生企画セミナー (博士後期課程・キャリア形成科目)
*講演題目：

「NAGARA Eventをもたらした
原子核乾板(エマルション)実験の今昔」

*講師：

　仲澤　和馬　氏　（岐阜大学　教授）

*日時：

　２月５日（月）　１５：００～１６：３０
*場所：

　Ｂ１２０６教室

*概要：
　ハイペロンと呼ばれる素粒子と原子核で構成される粒子をハイパー核と呼びます。ハイパー核物理分野で重要な課題はハイペロン－核子間相互作用、ハイペロン(Y)－ハイペロン(Y)間相互作用を決めるということです。
　YY相互作用の決定のためには、例えばラムダ粒子を２つ原子核に入れたダブルラムダハイパー核の構造の研究が重要です。このダブルラムダハイパー核構造の研究のために有効な実験的ツールが原子核乾板を用いた実験です。
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　ここでは、約１世紀の歴史を持つ原子核乾板を用いて、コンピューター支援によって荷電粒子の飛跡探索を行うようになった、この３０年くらいを振り返ろうと思います。そこでは、乾板になる乳剤そのものと取り扱い技術、および探索技術が一体のものとして進展してきました。そして、乾板技術の今後の応用についてお話したいと思います。

[ 物理科学専攻、数学専攻、情報科学専攻の博士前期課程（マスター）の学生や
教員の方で興味がある方はぜひ御参加ください。]

*問い合わせ先：

奈良女子大学大学院人間文化研究科　複合現象科学専攻　博士後期課程
　　山縣　淳子（原子核理論研究室）　email:aaj.yamagata@cc.nara-wu.ac.jp
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